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自分たちの地域がどういう状況なのか

その特性や課題の把握

■人口、産業構造、就業構造、商業販売額
など、個々の分野の統計データの経年変化

■通勤通学、買い物等における公共交通の
利用状況など

都市構造可視化計画



統計データは数字の羅列で分かりにくい

地図上に可視化

■地域の特性や課題を一目で認識

■他地域との比較も可能

■経年変化の表示が可能

都市構造可視化計画



2004年～ 国土技術政策総合研究所

可視化の開発

2007年～ 国交省関東整備局都市整備課

300自治体のまちづくり相談

2013年～ 福岡県都市計画課

60自治体との合意形成・まちづくり

都市構造可視化の生い立ち （１）



都市構造可視化計画ウェブサイト (2014)
https://mieruka.city
「都市構造」で検索

https://mieruka.city/


グーグルマップ10周年記念 「デジタル地図の未来」 (2015)

グーグルマップ10周年記念シンポジウム 「デジタル地図の未来」
開催︓2015年７⽉17⽇
主催︓Google
会場︓グランドハイアット東京
対象︓Googleによる招待客 300⼈程度



2016年～2020年 内閣府都市可視化調整官

政策化
・経済財政運営と改革の基本方針 2018
・都市再生に取り組む基本的考え方平成30年4月26日
・まち・ひと・しごと創生基本方針 2018 ほか

2018年～ 国交省都市政策課

全国展開
・都市計画運用指針第9版 2018
・i-都市交流会議 2020 ほか

2021年～ 国交省交通政策課

交通とまちづくりの一体化
・第二次交通政策基本計画

・公共交通のリ・デザイン ほか

都市構造可視化の生い立ち （２）
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EU政府によるデータ可視化イベント (2019)



i-都市交流会議2020 (2020)



地域交通「リ・デザイン」について

○地⽅の鉄道・路線バスなどの地域交通は、地域の社会経済活動に不可⽋。⾼齢化や免許返納等により、⾃家⽤⾞を運転
できない⼈も増加。しかし、⼈⼝減少等による⻑期的な利⽤者数の落ち込みに加え、コロナ禍の直撃により、存続が深刻に懸
念される状況。
○このため、⾃動運転やMaaSなどデジタル技術を実装する「交通DX」、⾞両電動化や再エネ地産地消など「交通GX」、①官
⺠共創、②交通事業者間共創、③他分野共創の「3つの共創」により、利便性・持続可能性・⽣産性が向上する形に地域
交通を「リ・デザイン」＝再構築し、地域のモビリティを確保。

○これにより、『デジタル⽥園都市国家構想』及びこれを具体化する「地域⽣活圏の構築」の実現と、社会課題の解決を経済成⻑のエン
ジンとする『新しい資本主義』の実現を⽬指す。

新幹線
⼤都市間航空路

葉の交通

枝の交通
ローカル鉄道・幹線バス
離島航路・航空路

タクシー・デマンド交通
⾃家⽤有償運送

幹の交通

○これにより
経済成⻑のエンジンとする

交通DX
☑ ⾃動運転

交通GX
☑ ⾞両の電動化
☑ 充填・貯蔵施設

3つの共創
☑ エリア⼀括運⾏
☑ 地域・まちづくり
連携

☑ 再エネの地産地消
☑ プロ間のリソースシェア

☑ MaaS

１

8/18

原案：⾃家⽤⾞を運転できない⼈も増加
修正案：⾼齢化や免許返納等により、⾃家⽤⾞を運転できない⼈も増加

鉄道地域モビリティ検討会提⾔(7/25公表)※1、地域交通リ・デザイン検討会提⾔(8/26公表)※2等を踏まえ、具体的な⽅策をさらに検討し、深度化。
※1 :鉄道事業者と地域の協働による地域モビリティの刷新に関する検討会 【https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk5_000011.html 】
※2 : アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」有識者検討会 【https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000183.html 】 10

https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk5_000011.html
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000183.html
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新幹線
⼤都市間航空路

葉の交通

枝の交通
ローカル鉄道・幹線バス
離島航路・航空路

タクシー・デマンド交通
⾃家⽤有償運送

幹の交通

地域交通「リ・デザイン」について

?



地域交通「リ・デザイン」について



地域交通「リ・デザイン」について
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新幹線
⼤都市間航空路

葉の交通

枝の交通
ローカル鉄道・幹線バス
離島航路・航空路

タクシー・デマンド交通
⾃家⽤有償運送

幹の交通

地域交通「リ・デザイン」について

?
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Q
公共交通を樹木の枝ぶりに、沿線人口を葉っぱに例えてください

A

公共交通のネットワークを樹木の枝ぶりに例えると、その主要な路線は太く

て強い主幹として存在し、そこから分岐する支線やバス路線は枝や小枝とし

て広がっていきます。都市の中心部にある主要な駅や交通のハブは、樹木

の根元にあたり、そこから多くの人々（葉っぱ）が集まり、栄養を供給するよう

に、人々を運び、活力を与えます。

沿線人口を葉っぱに例えると、その数や密度は枝の太さや枝の数に比例し

ます。太い枝（主要路線）には多くの葉っぱ（人々）が集まり、枝が細い地域

（地方や郊外の路線）では葉っぱは少なくなります。また、季節の変化で葉っ

ぱが増えたり減ったりするように、時間帯やイベントによって沿線の人口密度

も変動します。ピーク時には葉っぱが茂り、非ピーク時には葉っぱが少なくな

るようなイメージです。



都市構造についての問題提起（H17）

都市構造についての問題提起（H17社会資本整備審議会都市計画部会答申）

望ましい都市構造は地域（市町村等）が選択することを前提とし、

都市構造改革の方向性として「集約型都市構造の実現」が示された。

H17社会資本整備審議会
都市計画部会答申
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都市構造についての問題提起（H17）

?



糸島市の概要

１

○「世界で最も魅力的な小都市第3位」 MONOCLE2021（英）
（1位ポルト、2位ルーベン、3位糸島、4位ルツェルン、5位ビクトリア）

○日本一の農産物直売所、鯛の水揚げ日本一

Ø 平成19年4月オープン
Ø 売り場面積：1,268㎡
Ø 来客数：年間約137万人
Ø 売上額：年間約40億円
Ø 出荷者数：約1,300人



統計データは三次元で表⽰するため、都市構造を直感的に把握することが可能とな
ります。
統計データは全国で整備されおり、市区町村単位だけでなく都市圏や都道府県など
の単位での設定もできます。

特徴① 統計データの３次元表示

【夜間人口（2005年）】



特徴② 経年変化を連続的に可視化

都市構造可視化の特徴１

◆都市構造の歴史と将来（経年変化）を連続的に可視化
・市町村内の「⼩さなエリア※」ごとに⼈⼝や販売額等の分布を可視化
・過去から未来までの「経年変化」を地図上で可視化 → 都市構造を直感的に理解

1970年・2010年︓国勢調査（⼈⼝）、2050年︓国⼟数値情報（⼈⼝予測）
2010年 2050年

1970年

糸島市の人口分布(1970-2050)

※小さなエリア：地域メッシュ統計や小地域統計の単位等



特徴③ 都市間比較が可能

複数都市を同時に表⽰することで、都市構造を⽐較しながら把握することができます。

【夜間人口（2005年）】



特徴②、③の組み合わせ（経年の都市間比較）
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都市構造可視化の特徴

◆都市構造の都市間⽐較︓わずか40年で都市構造は様々に変化。

1970年

2010年

1970年

2010年

A 市

1970年

中心市街地
に集約

コンパクトな
都市構造

2010年

鉄道沿いに
集約

理想的なコ
ンパクト＋
ネットワーク

B 市

1970年

中心市街地
に集約

コンパクトな
都市構造

2010年

同心円状に
拡散・低密度

拡散の傾向



統計データをメッシュにすることで、様々な分野の統計データをクロス表⽰することが
でき、関連性を把握することができます。

特徴④ 様々なデータのクロス表示が可能

• ２次元の図 ： 「位置」と「階級（色分け）」を表示

• ３次元の図 ： 「位置」と「データ（高さ）」を表示

• ３次元の図その２：
「位置」と「データ（高さ）」と「データ（色分け）」を表示

↓

地図上で、データ相互の関係が見えるようになる



公共交通の利用圏と

人口分布との関係

特徴④ 様々なデータのクロス表示が可能

都市構造可視化の特徴
◆地域の特性とデータを同時に可視化
・地域の特性（公共交通利⽤圏、インフラの整備状況、災害危険度など）を「⾊」
⼈⼝、⼩売業販売額などのデータを「⾼さ」で表現

⾼さ︓国勢調査（⼈⼝）
⾊︓公共交通利⽤圏（上図参照）

「鉄道沿線に⼈⼝が集積している」

公共交通利⽤圏の⾊分けの設定⽅法



特徴⑤ ストリートビューとの一体的な利用が可能

夜間人口が高いメッシュを
ストリートビューで確認

駅前広場があり、住宅が集積

【夜間人口（2005年）】

ストリートビューとの⼀体的な活⽤により、統計上特徴的な地域を特定し、現場を
確認するというインタラクティブな活⽤ができます。



特徴⑥ 様々な分野の統計データを可視化可能

【小売業販売額 （２００７年）】

大型商業施設が立地

【小売業販売額 （１９７９年）】

商業統計の⼩売業販売額データ
をメッシュ表⽰することで、商圏の広
がりを把握することができます。



特徴⑦全国の都市との比較が可能

30
【公共交通利用圏×夜間人口】

全国の統計データを表⽰することで、他県の都市も都市構造を⽐較することが
できます。
（例）富山市
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旧来（イメージ）

都市の拡散による公共交通の持続可能性の低下

出典：福岡県都市計画基本方針
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現況（イメージ）

都市の拡散による公共交通の持続可能性の低下

出典：福岡県都市計画基本方針
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取組みのイメージ

①公共交通軸を設定

②公共交通軸への
都市機能の集約を促進

公共交通軸の設定による都市機能の集約

出典：福岡県都市計画基本方針



JR東⽇本 江⾒駅（内房線）
・「郵便局と駅の機能連携」として、無⼈駅となっている内
房線江⾒駅（千葉県鴨川市）において、郵便局における駅
窓⼝業務の⼀体的な運営を実施

・駅・郵便局ともに⽼朽化により改修や移転を検討していた
ところ、両社の諸条件が⼀致したことから、江⾒駅を選定

・郵便局に対し、駅窓⼝業務や簡易な清掃業務を委託

https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk5_000011.html35

⼭形鉄道 ⻑井駅（フラワー⻑井線）

・全国初の市庁舎と⼀体になった鉄道駅
・鉄道事業再構築事業の際に、鉄道⽤地が市有地になっ
たことが、本事業の契機となった

・交流スペースは、鉄道利⽤者の待合の場としてだけで
なく、市⺠交流の場として活⽤

・都市機能の集積(R5に市庁舎南側に複合施設完成)によ
り、⻑井駅が交通の拠点としての役割が増加する

近畿⽇本鉄道 鈴⿅市駅（鈴⿅線）

・駅の合理化と、⼈員の有効活⽤およびサービス維持を図る⽅
法として、近鉄グループの近鉄リテーリングが運営するファ
ミリーマートを駅改札横にオープンさせ、ファミリーマート
店員に駅改札業務を委託

・駅改札業務、精算業務、ホームやコンコースの清掃を⾏い、
店員ができない業務(営業機器の異常対応・券売機取扱等)は、
インターホンにて近鉄の係員で対応

https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk5_000011.html


• 都市計画と交通事業は、独⽴して施策を展開しつつも、相互に影響しながら好
循環を⽬指し、持続可能な都市および交通事業の形成を⽬指していきます。

都市機能・沿線人口の誘導・適正化

拠点と公共交通沿線への集約促進 沿線の実態を見定めつつ事業を展開

都市計画 交通事業

都市計画と公共交通の関係

公共交通の持続可能性を高めるまちづくり

36

立地の適正化
→ 公共交通需要も増加

運行サービス向上
→ 都市機能の集積が加速

公共交通軸沿線での都市機能・人口を減少させずに
公共交通の潜在需要が保持されていく



■ 都市の拡散により公共交通
の持続可能性は低下。都市
構造のリデザインは急務。
• 公共交通を持続可能にするために

は、公共交通そのものの効率化の
みならず、公共交通の沿線での都
市機能の密度の設定など、都市計
画としての取り組みが不可⽋。

• 公共交通の持続可能性が⾼い都市
計画の策定は、課題対応型の⾏政
コスト消費から、「予防投資型の
⾏政コスト消費への転換」として
位置付けられる。

• 公共交通が持続しやすい都市計画
とは、公共交通の運営に都市計画
が関与することではなく、公共交
通沿線において都市の密度を確保
することを指し、都市政策の⼿法
により都市政策として⾏うことが
可能。（⺠間の運営を基本とする
交通政策への関与を都市計画とし
て⾏う必要はなく、互いに独⽴で
ある⼀⽅、相互に必要不可⽋。）

■「公共コストの賢い使い方」例
(バス路線の維持・充実の側面)

※本例示は、都市計画上の視点で、公共交通軸設定による都
市づくりの有無と行政コストの関係をイメージしたものです

公共交通の持続可能性を高めるまちづくり

37



課題対応型 予防投資型

・暗い
・先が見えない
・誰が得しているの
かわかりにくい
・投資は赤字を増やす
だけな気がする
・改善の見込みが薄い

・明るい
・目標がある
・地域が得をすることが
明確
・持続可能性を高めるた
めの積極投資
・投資額の根拠が明快

公共交通の持続可能性を高めるまちづくり

38
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交通とまちづくりを一体的に考える

長期

短期

都市 交通

立地の計画
交通の計画

広域の計画

都市の計画

まちの基本方針
交通のビジョン



海外の都市構造との比較

40

交通とまちづくりの一体化

・都市構造は地域により様々で、望ましい形は⼀つに定められるものではありません。
・だからこそ、都市構造の現状を把握し、地域の特性や課題（公共交通利⽤圏、インフラの
整備状況、災害危険度など）を、国、都市圏、都市ごとに把握することが有効です。

ドイツの都市構造
（カールスルーエ都市圏）



人口の推移

出典︓「国⼟の⻑期展望」中間取りまとめ 41



○全国を１km２のメッシュでみると、人口が半分以下になる地点が現在の居
住地域の６割以上。２割は人が住まなくなる。
○人口が増加する地点の割合は約2％であり、主に大都市圏に分布。

【2010年を100とした場合の2050年の人口増減状況】

0％以上50％未満減少

凡例：2010年比での割合

増加

50％以上減少（無居住化含む）

○本格的な人口減少社会の到来、巨大災害の切迫等に対する危機意識を共有
○２０５０年を見据え、未来を切り開いていくための国土づくりの理念・考え方を示す

①急激な人口減少、少子化
②異次元の高齢化の進展
③都市間競争の激化などグローバリゼーションの進展

時代の潮流と課題

50%以上減少 0%以上50%未満減少無居住化

④巨大災害の切迫、インフラの老朽化
⑤食料・水・エネルギーの制約、地球環境問題
⑥ICTの劇的な進歩など技術革新の進展

趣旨

国土のグランドデザイン

42



サービスと雇用の消失

サービス施設の立地する確率が50%及び80%となる自治体の人口規模（三大都市圏を除く）

出典︓国⼟のグランドデザイン2050
https://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/content/000014510.pdf

小売
宿泊・飲食サービス

生活関連サービス

学術研究、
教育・学習支援

医療・福祉

金融
対企業サービス

43



コンパクト＋ネットワーク → シームレスな拠点連結型国土

44

新たな国土形成計画：国土構造の基本構想 「シームレスな拠点連結型国土」

• 広域的な機能の分散と連結強化

• 持続可能な生活圏の再構築

• 地方の中心都市を核とした市町村界にとらわれない新たな発想からの地域生

活圏の形成

国⼟のグランドデザイン2050
https://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/content/000014510.pdf



コンパクト＋ネットワーク → シームレスな拠点連結型国土



コンパクト＋ネットワーク → シームレスな拠点連結型国土
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小学校や旧役場庁舎の周辺に日常生
活を支える買い物、医療等の「機能」を
コンパクトに集積

交通と情報通信によるネッ
トワークで周辺を支える

道の駅、特産品等農業の６次
産業化、バイオマスエネル
ギーの地産・地消により、新た
な雇用を創出

小さな拠点
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郵便局（直営）
簡易郵便局

セブンイレブン
ローソン
ファミリーマート
サークルＫサンクス
ヤマザキ
その他のコンビニ

小さな拠点



低頻度公共交通と乗換待ち時間

気仙沼から仙台方面への接続の例
気仙沼発 一ノ関着

18:00 19:21

20:00 21:23

一ノ関発 仙台着 東京着

19:28 20:00 22:00
21:15 21:47 23:00
22:31 23:04 （仙台止）

７分乗換

６８分乗換

・乗換待ち時間に大きなばらつき

・所要時間が１時間違うことも

所要
２時間

所要
３時間

低頻度な公共交通網における４次元計画の必要性



気仙沼発 一ノ関着

18:00 19:21

20:00 21:23

一ノ関発 仙台着 東京着

19:28 20:00 22:00
21:15 21:47 23:00
22:31 23:04 （仙台止）

７分乗換

６８分乗換

－８分乗換

・ちょっと時刻をずらせば、、、

・増発なしに、利便性を大きく高められる可能性

・どのくらい改善出来るのか？

気仙沼から東京方面への接続の例

低頻度な公共交通網における４次元計画の必要性

低頻度公共交通と乗換待ち時間



公共交通の頻度で考え方を変える

• 多頻度交通：乗換待ち時間は大勢に影響なし
∵すぐ次の便が来る

• 低頻度交通：乗換待ち時間は致命的な影響
∵次の便が滅多に来ない

→路線はあっても、実質使えない

• 低頻度交通では、４次元計画が重要
（「低頻度な公共交通網を有する地域の移動利便性の評価手法に関する研究」

，日本都市計画学会学術研究発表会論文集，2012年ほか）

低頻度な公共交通網における４次元計画の必要性



低頻度な公共交通網における４次元計画の必要性
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l 個⼈は、異なる時間に異なる場所で様々に活動している
l 活動は、⽔平⽅向を空間、垂直⽅向を時間とした図（時空間）で表現することができる



低頻度な公共交通網における４次元計画の必要性



時空間マネジメント型小さな拠点

地域との協働による４次元計画

















浅草駅着の人の発駅 （一件明細調査_２次ＯＤ）

⼀件明細調査
東京メトロ浅草駅出場

⼀件明細調査
都営線浅草駅出場

⼀件明細調査
東武鉄道浅草駅出場

⼀件明細調査
ＴＸ浅草駅出場
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Google Earthで国土地理院の地図を使う

「地理院 KML」で検索

GoogleEarth上に
地理院地図を重ねて
表示することが可能。
（地理院公式）



今すぐ可視化を使ってみよう



今すぐ可視化を使ってみよう



今すぐ可視化を使ってみよう



今すぐ可視化を使ってみよう



今すぐ可視化を使ってみよう



今すぐ可視化を使ってみよう
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• i-都市交流会議2020 （128の発表パワポ（各8枚））

https://sns.kashika.or.jp

https://sns.kashika.or.jp/


今すぐ可視化を使ってみよう
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• 都市構造可視化計画ウェブサイト
https://mieruka.city

• 使い方の説明動画
https://mieruka.city/movies/structure

• 学生レポート（学会表彰）
https://mieruka.city/articles/work

• 有識者の解説動画
https://mieruka.city/members/view

https://mieruka.city/
https://mieruka.city/movies/structure
https://mieruka.city/articles/work
https://mieruka.city/members/view


今すぐ可視化を使ってみよう
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• まずは、GoogleEarthProをインストール。
• 都市構造可視化計画ウェブサイトにアクセスして使ってみる。

• まわりの人に見せてみる。
• 何か特徴的な場所や変化に気づいたら、その理由を一緒に
考えてみる。

• 面白がる人がいたら、プロジェクタで映写してみんなで見てみ
る。

• リモートの打ち合わせでも使ってみる。

• 可視化を使っている人のコミュニティに参加してみる。
• みんなの使い方を聞いて、新たな発見を楽しんでみる。

• 打ち合わせスペースにディスプレイを置いてみる。
• 会議資料や報告資料に挟み込んでみる。



都市構造可視化相談室

• 定期的に都市構造可視化に関する相談室
を開設しています。

• 開催日等、詳しくは以下のURLをご参照く
ださい

• https://docs.google.com/document/d/1Y_nEX
CqyTwy53b_U-9lKnM8-
pfHYkCC1M5SRPbkKPR0

https://docs.google.com/document/d/1Y_nEXCqyTwy53b_U-9lKnM8-pfHYkCC1M5SRPbkKPR0
https://docs.google.com/document/d/1Y_nEXCqyTwy53b_U-9lKnM8-pfHYkCC1M5SRPbkKPR0
https://docs.google.com/document/d/1Y_nEXCqyTwy53b_U-9lKnM8-pfHYkCC1M5SRPbkKPR0


• info@kashika.or.jp

• 可視化に関する情報を配信しています。
上記メールアドレスにて登録ください。

• その他、ご質問なども上記で受け付けて
います。

都市構造可視化に関する情報配信

mailto:info@kashika.or.jp


都市構造可視化研修



都市計画ビジュアルコミュニケーター検定



都市構造可視化についての解説映像・資料



地域見える化GIS ジオグラフ

「ジオグラフ」で検索
「高校地理教育における都市構造可視化の活用についての研究」で検索



課題に対応した
データの収集

交通、地域構造の
可視化による

的確な課題の把
握

交通、地域構造検
討の動機の発生

正のスパイラル

望ましい交通、地域構造のイメージの共有化

適切な交通計画の立案や円滑な合意形成

望ましい地域の交通を地域が選択

的
確
#
課
題
&
把
握

地
域
&
特
性
-
応

/
0
具
体
的
#
取

組
&
検
討
7
共
有

交通まちづくりのスパイラル
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〇施策の立案や検証のための基礎資料

〇様々な分野における官民協働や地域間連携、

政策間連携を図るための合意形成ツール

施策の立案、展開

交通とまちづくりの一体化

自治体や企業、地域住民が情報を共有し、
地域の特性を活かした

持続的なまちづくりを推進



赤星健太郎
日本大学 客員教授
九州大学 非常勤講師
日本都市計画学会都市構造評価特別委員会委員
Open Geospatial Conturtium CityGML SWG menber
東京都台東区技監 等

経歴

・国土交通省（交通政策、都市政策、国土政策等）

・内閣府（都市可視化、3D都市モデル等）

・地方整備局・自治体（都市計画、都市整備等） 等

資格

・博士（社会工学）

・情報処理技術者（ITストラテジスト）

・情報処理技術者（プロジェクトマネージャ）

・技術士（総合技術管理部門）

・技術士（建設部門：鉄道）

・技術士（建設部門：都市及び地方計画）

・１級カラーコーディネーター（環境色彩）


